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※ 各法人の中期目標に係る業務実績を検証願います(提出期限 8 月 3 日(月))。検証は法人ごとに行うもので、法人間の比較を行うものではありません。 委員氏名［           ］ 

 

県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 
 
中期目標３ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

３－１   診療事業 
 

３－１－１ より質の高い医療の提供 
 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

法人が有する医

師、看護師、コメデ

ィカルや、先進かつ

高度な医療機器と

いった人的･物的資

源を有効に活用し、

高度で専門的な医

療に取組むことで、

県内医療水準の向

上に努めること。 

 

特に、医師、看護

師、コメディカル等

の優秀な医療スタ

ッフの確保等に努

め、提供する医療水

準の維持･向上を図

ること。 

 

また、個々の患者

に最適な医療を選

択し、より質の高い

医療を提供するた

め、科学的な根拠に

基づく医療の推進、

クリニカルパスの

導入促進に努める

こと。 

 

さらに、医療事故

を未然に防ぎ、患者

が安心して治療に

専念できる安全･安

心な医療と治療環

境を提供できるよ

う、医療安全対策を

徹底すること。 

＊ 県内医療水準の向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

より質の高い医療を提供するためには、高度先進医療機器の

整備が必要であり、主要な高額医療機器の保有状況及び更新時

期等について、基本的な計画を作成するとともに、院内委員会

等で確認し整備している。加えて、当センターの診療方針、財

務状況等経営的な視点も考慮しつつ、新規の高度先進医療機器

についても整備を進めている。 

また、当センターの医療を支える医師・看護師・コメディカ

ル等の優秀な医療スタッフを確保するため、医師補助・看護補

助体制を強化した長時間勤務の改善や、地方独立行政法人化の

メリットを活かした柔軟な雇用制度に積極的に取り組み、必要

な職員の採用を行っている。併せて、女性職員の働きやすい職

場づくりに向け「女性職員が継続して働ける病院づくり委員

会」での活動や院内保育の充実など環境整備を実施している。 

職員の質の向上については、国内の大学病院等の先進病院や

米国･ドイツ・カナダへの医師の研修派遣者数を増加し、医療

技術の向上に努めたほか、国内外の学会発表・参加をはじめ各

種職種における資格取得や研修・セミナーへの参加を積極的に

支援している。 
 

○ 平成 22 年度以降に更新･整備した代表的な高度先進医療機器の一覧 

導入 

年度 

機 器 名 26 年度末 

稼働件数 

22 3 次元マッピングシステム・アブレーシ

ョンシステム 

168 件 

ガンマカメラ装置 1,498 件 

X 線 TV 装置 1,833 件 

23 MRI 装置のアップグレード 5,147 件 

デジタル式乳房用 X 線撮影装置 4,740 件 

超音波診断装置 1,842 件 

24 内視鏡手術支援ロボット(ダ･ヴィンチ) 88 件 

25 X 線 CT 装置 26,316 件 

エキシマレーザー血管形成装置 22 件 

ハイブリッド手術システム 861 件 

26 手術用顕微鏡 8 件 

循環器画像保存システム －件 

内視鏡ファイリングシステム －件 

 

○ 医師、看護師、コメディカルの職員数 

項目 21 年度初 22 年度初 23 年度初 

医師 166 人 170 人 187 人 

(うち非常勤) (28 人) (30 人) (35 人) 

看護師･助産師 549 人 560 人 582 人 

(うち非常勤) (48 人) (57 人) (61 人) 

コメディカル 114 人 136 人 148 人 

(うち非常勤) (19 人) (15 人) (15 人) 
 

24 年度初 25 年度初 26 年度初 増減(21→26) 

194 人 197 人 202 人 ＋36 人 

(43 人) (40 人) (40 人) (＋12 人) 

600 人 643 人 658 人 ＋109 人 

(70 人) (72 人) (68 人) (＋20 人) 

168 人 173 人 192 人 ＋78 人 

(14 人) (17 人) (20 人) (＋1 人) 

Ⅳ 法人が有する医

師、看護師、コメデ

ィカルや、先進かつ

高度な医療機器と

いった人的･物的資

源を有効に活用し、

高度で専門的な医

療に取組むことで、

県内医療水準の向

上に努めること。 

 

特に、医師、看護

師、コメディカル等

の優秀な医療スタ

ッフの確保等に努

め、提供する医療水

準の維持･向上を図

ること。 

 

また、個々の患者

に最適な医療を選

択し、より質の高い

医療を提供するた

め、科学的な根拠に

基づく医療の推進、

クリニカルパスの

導入促進に努める

こと。 

 

さらに、医療事故

を未然に防ぎ、患者

が安心して治療に

専念できる安全･安

心な医療と治療環

境を提供できるよ

う、医療安全対策を

徹底すること。 

＊ 県内医療水準の向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 平成 26 年度、平均在院日数の短縮や医療連携の強化などに

より 7 対 1 看護体制を導入し、より質の高い医療の提供が可能

となった。 

・ 医療機器整備委員会において各診療科の要望を取りまとめて、

費用対効果、需要と医療技術の進歩などを総合的に判断して購

入予定機器を選定し、新規購入や更新を計画的に進めた。 

・ 特に、平成 24 年度に地域がん診療連携拠点病院としての責

任を果たし、地域から期待されるがん治療の推進に応えること

を目的として、高精度放射線治療システム(ノバリスＴｘ)を導

入した。 

・ 長時間勤務の改善等働きやすい環境の整備 

① 医師、看護師、医療技術職員及び医師事務作業補助者等の増員 

② 夜勤専従看護師の配置、及び短時間就労制の実施 

③ 保育業務の委託による夜間保育、休日保育及び病児保育の利便

性の向上 

・ 高度な医療を提供できる医師・看護師・コメディカルの養成

のため各種学会、研修会等に参加する職員に関して、旅費等の

経費負担について支援し、専門性の向上を推進した。 

・ 医師確保対策として、名古屋大学をはじめとする関連大学及

び岐阜大学の病院実習生を積極的に受け入れた。 

・ 医師の職場環境や勤務体制などの意見や要望を聞く場として、

院長が医師面談を実施した。 

・ 看護学生に対する奨学金制度として、看護職員修学資金貸付

制度を創設した。 
 

○ 平成 22 年度以降に更新･整備した代表的な高度先進医療機器の一覧 

導入 

年度 
機 器 名 

26 年度 

稼働件数 

H22 電子内視鏡ファイリングシステム  2,180 件 

H22 調剤支援システム   100,375 件 

H23 生体情報管理システム  2,700 件 

H23 超音波診断装置   3,600 件 

H24 高精度放射線治療システム(ノバリス Tx) 3,957 件 

H24 電子内視鏡システム 1,520 件 

H24 Ｘ線デジタル画像撮影装置    95,124 件 

H25 磁気共鳴画像診断装置 4,800 件 

H25 乳腺Ｘ線撮影装置 5,611 件 

H26 Ｘ線デジタル画像撮影装置 7,927 件 

H26 自動採血管準備装置 1,640 件 

 

○ 医師、看護師、コメディカルの職員数 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21→26) 

医師 111 名 129 名 132 名 132 名 140 名 141 名 ＋30 名 

看護師 431 名 484 名 526 名 563 名 569 名 582 名 ＋151名 

コメデ

ィカル 
100 名 118 名 124 名 140 名 142 名 158 名 ＋58 名 

(注) 各年度の職員数は 4 月 1 日現在。非常勤職員を含む。 

 

 

 

Ⅳ 法人が有する医

師、看護師、コメデ

ィカルや、先進かつ

高度な医療機器と

いった人的･物的資

源を有効に活用し、

高度で専門的な医

療に取組むことで、

県内医療水準の向

上に努めること。 

 

特に、医師、看護

師、コメディカル等

の優秀な医療スタ

ッフの確保等に努

め、提供する医療水

準の維持･向上を図

ること。 

 

また、個々の患者

に最適な医療を選

択し、より質の高い

医療を提供するた

め、科学的な根拠に

基づく医療の推進、

クリニカルパスの

導入促進に努める

こと。 

 

さらに、医療事故

を未然に防ぎ、患者

が安心して治療に

専念できる安全･安

心な医療と治療環

境を提供できるよ

う、医療安全対策を

徹底すること。 

 

＊ 県内医療水準の向上に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 高度専門医療等の水準を維持・向上するため、更新及び整備計画

を策定し、高度医療機器を計画的に更新、整備 

・ 機器の更新と整備に当たっては、へき地医療拠点病院施設整備補

助金など有利な財源を確保し導入 

・ 医師の確保については、県及び下呂市と連携して年俸制による医

師 2 人を雇用して産婦人科部門の体制を維持したほか、「医師募集

エージェント」や「岐阜県医師派遣支援事業費補助金」を活用し、

医師(内科・皮膚科)を確保するとともに、給与面の充実を図った。 

・ 看護部において、ワークライフバランス(WLB：仕事とプライベ

ートのバランスをとれるようにする取り組み)の推進に取組み、夜

勤の時間帯を 16 時間から 12 時間へ短縮することなどにより、看

護職員の負担を軽減し、働きやすい職場作りを目指した勤務体制を

試行した。またＷＬＢ推進事業委員会を毎月開催し、院内誌「かえ

る通信」(年 2 回発行)を通じて、WLB の進捗状況、福利厚生情報

等の提供を行った。 

・ 看護師、コメディカル等医療スタッフの確保や専門研修の実施等

については、弾力的な職員採用を最大限に行い、7 対 1 看護体制の

維持に必要な看護師を確保するとともに、看護職の専門性の向上及

び水準の高い看護を提供するため、認定看護師及び看護の専門性を

高める資格取得を促進している。 

・ コメディカルの研修会、学会への参加に対して経費的支援を行い、

専門技術・技能を向上 
 

○ 平成 22 年度以降に更新･整備した代表的な高度医療機器の一覧 

導入 

年度 
機 器 名 

更新･整備を実施した機器の稼働件数 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

22 

年度 

胃部健診用ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

X 線ｼｽﾃﾑ 
0  2,272  2,294  2,372  2,860 

23 

年度 

16列型ﾏﾙﾁｽﾗｲｽX線

CT 装置 
－ 47  70  142  51  

24 

年度 

超音波画像診断装

置 
－ － 1,225  3,567  3,352  

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式乳房 X 線

診断装置 
－ － 182  661  690  

25 

年度 

内視鏡ﾋﾞﾃﾞｵｼｽﾃﾑ － － － 777  980  

X-TV 透視診断装置 － － － － 314  

MRI(超伝導磁気共

鳴画像診断装置) 
－ － － － 2,846  

 

○ 医師、看護師、コメディカルの職員数(※病院職員数管理システム 4 月数値) 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21-26) 

医師 
27 

名 

28 

名 

25 

名 

26 

名 

25 

名 

23 

名 
▲4 名 

看護師 
191 

名 

188 

名 

196 

名 

191 

名 

189 

名 

187 

名 
▲4 名 

コメデ

ィカル 

51 

名 

51 

名 

50 

名 

52 

名 

55 

名 

54 

名 
3 名 

 

 

 

 

Ⅲ 

１ブロック：3-1-1 より質の高い医療の提供 ～ 3-1-5 重点的に取組む医療 

資料③－１ 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

 
○ 医師の研修派遣数 

項目 22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

派遣 1 人 3 人 5 人 9 人 4 人 +3 人 

受入 6 人 8 人 6 人 6 人 7 人 +1 人 

 
○ 認定看護師･専門看護師数 

項目 21 年 

度末 

22 年 

度末 

23 年 

度末 

24 年 

度末 

25 年 

度末 

26 年 

度末 

増減 

(21→26) 

認定看

護師数 

7 人 9 人 11 人 12 人 15 人 18 人 +11 人 

専門看

護師数 

0 人 0 人 2 人 3 人 3 人 3 人 +3 人 

認定看

護管理

者 

0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 +1 人 

 
○ コメディカルの研修派遣数 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 増減 
(22→26) 

224 人 343 人 544 人 438 人 510 人 +286 人 

 

 

 

＊ 科学的な根拠に基づく医療の推進、クリニカルパスの導入促

進に関する事項 

☆ 業務実績等 

ダ･ヴィンチによるロボット手術やハイブリッド手術などの

先進的医療を推進し、各診療科における各種疾患診療ガイドラ

インに基づく標準的医療を実践する上で、現在使用しているク

リニカルパスの適宜見直しを図っている。 

  また、定期的にクリニカルパス大会や研修会を開催し、クリ

ニカルパスの新規登録を図るとともに、適用率の向上に努めて

いる。 

 

○ クリニカルパス種類数･使用数 

項

目 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

種

類

数 

304 件 303 件 305 件 287 件 305 件 +1 件 

使

用

数 

8,337

件 

8,363

件 

8,929

件 

9,045

件 

10,018

件 

+1,681

件 

適

用

率 

60.0％ 60.6％ 60.8％ 61.3％ 65.4％ +5.4P 

 

 

 

＊ 医療安全対策に関する事項 

☆ 業務実績等 

医療安全対策として、必要に応じてマニュアルの見直しを行

い、その運用状況を調査した上で、遵守状況を把握し、マニュ

アルの運用遵守を徹底している。 

また、インシデント・アクシデント報告を収集・分析し、医

療案全部や医療安全管理委員会で検討し、重大な事故につなが

らないように再発防止策等を全職員に通知し、情報共有してい

る。 

医療安全意識醸成のために、全職員を対象とした医療安全研

修会を月 1 回以上開催し、全職員が最低２回以上参加してい

る。 

院内感染防止対策として、感染制御チーム(ICT)が中心とな

り、院内感染防止マニュアルを改訂し、環境面における改善指

導を行うとともに「感染制御システム」により、感染状況や臨

床経過、治療状況等を多面的かつ迅速的に把握し、効果的な感

染制御できる体制を目指している。 

○ 医師の研修派遣数 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22→26) 

派遣 328名 304名 302名 387名 458名 ＋130 名 

受入 26 名 20 名 16 名 65 名 46 名 ＋20 名 

 

○ 認定看護師･専門看護師数 

項目 
21年 

度末 

22年 

度末 

23年 

度末 

24年 

度末 

25年 

度末 

26年 

度末 

増減 
(21→26) 

認定 

看護師数 
8 名 11 名 12 名 12 名 14 名 18 名 ＋10 名 

専門 

看護師数 
1 名 1 名 2 名 2 名 3 名 3 名 ＋2 名 

 

○ コメディカルの研修派遣数 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 
増減 

(22→26) 

111 名 125 名 167 名 163 名 191 名 ＋80 名 

 

 

 

＊ 科学的な根拠に基づく医療の推進、クリニカルパスの導入促

進に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 各診療科において診療ガイドラインの充実を進めたことに伴

い、ガイドラインに基づいた診療を浸透させた。 

・ 診療の実情や使用頻度により整理し、クリニカルパスを検証・

整理した。 

・ クリニカルインディケーターについて、各診療科の実績デー

タを公表し、経年的に評価を行うようにした。また、一般社団

法人日本病院会の「QI プロジェクト」に参加し、他院との比較

ができることを可能とした。 
 

○ クリニカルパス種類数･使用数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

種

類

数 

122 143 145 154 144 141 ＋19 

使

用

数 

3,760

件 

5,597

件 

5,702

件 

5,941

件 

6,457

件 

6,522

件 

＋2,762 

件 

 

 

 

＊ 医療安全対策に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ インシデント・アクシデントレポートの集積内容を分析検討

し、全職員に周知した結果、各部署での医療安全に対する意識

が高まり、インシデント報告数が増加した。 

・ また、幹部会議等で早期にインシデント、アクシデントにつ

いての問題点や解決策などを協議し、対応する体制づくりを行

った。 

・ 理事長及び多職種での月 1 回の院内医療安全ラウンドにより、

積極的に情報収集を行い、医療安全部のスタッフ及び組織全体

が連携して問題解決に取り組む体制を整えた。 

・ 医療安全研修会については、全員参加を目標に年 2 回開催し、

医療安全に対する意識の高揚を図った。 

・ 患者サポートカンファレンスを毎週 1 回開催して、医療相談、

クレーム事例など患者からの意見・要望を把握し、医療安全活

動と合わせて、患者の権利の保障について検討した。 

・ 月 1 回の ICT 会議、週 1 回の抗菌薬適正使用カンファレンス

やラウンドを実施し、医師や病棟スタッフに対し教育や指導、

アドバイス、情報交換などを行い感染対策の強化を図った。(※

ICT：Infection Control Team の略、感染防止対策チーム) 

・ 感染対策マニュアルを全面改定して、アウトブレイクの対応

や MRSA やインフルエンザなど病原体の項目を追加し、より

活用しやすいものとし、合わせて職員教育を行った。 

○ 臨床研修医師の研修派遣・受入数 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

派遣 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

受入 9 名 11 名 11 名 12 名 10 名 1 名 

 

○ 認定看護師数(各年度末時点) 

分野 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21-26) 

皮膚排泄

ケア 
1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 0 名 

感染管理 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 0 名 

脳卒中ﾘﾊ

ﾘﾋﾞﾃｰｼｮﾝ 
    1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 

緩和ケア         1 名 1 名 1 名 

計 2 名 2 名 3 名 3 名 4 名 4 名 2 名 

 

○ コメディカルの研修会・学会参加人数 

職種 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

薬剤師 2 名 4 名 5 名 6 名 5 名 3 名 

検 査 技

師 
10 名 21 名 18 名 9 名 11 名  1 名 

臨 床 工

学技士 
8 名 5 名 3 名 12 名 12 名  4 名 

放 射 線

技師  
15 名 7 名 2 名 14 名  14 名 

リ ハ ビ

リ技師 
10 名 9 名 19 名 12 名 22 名  12 名 

管 理 栄

養士 
1 名 3 名 1 名 1 名 3 名  2 名 

計 31 名 57 名 53 名 42 名 67 名 36 名 

 

 

 

＊ 科学的な根拠に基づく医療の推進、クリニカルパスの導入促進

に関する事項 

☆業務実績 

・ 当院では高齢の入院患者・認知症の入院患者が多いなど、クリニ

カルパスの作成・適用が難しい分野もあるが、適用率の向上に努め

ている。 

・ 地域包括ケア病棟の利用を推進し、7：1 病棟の平均在院日数の

短縮を図り、また、介護施設を含む在宅復帰を支援するため、クリ

ニカルパスの見直し、改善を実施 

・ 電子カルテ運用においては、診療の標準化を図るためのシステム

設定を必要に応じ実施し、医療情報システムを有効活用 

 
○ クリニカルパス種類数･使用数 

【産婦人科】 22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

種類数 12  20  20  22  20  8  

使用数 713  174  168  258  298  ▲415  

適用率 100.0  95.4  99.4  98.8  99.0  ▲1.0P 

 

【内科】 22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

種類数 - - 2  3  3  3  

使用数 - - 105  55  71  71  

適用率 - - 100.0  100.0  100.0    

 

【小児科】 22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

種類数 - - - - 12  12  

使用数 - - - - 133  133  

適用率 - - - - 100.0  0P 

 

 

 

＊ 医療安全対策の充実に関する事項 

☆ 業務実績 

・ インシデント・アクシデント発生時の対応など医療安全対策室専
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

また、院内感染発生時における ICT 行動基準を作成し、院

長への迅速な報告及び関係機関への報告・相談・指導を徹底し、

対応することとしている。 

加えて、平成 26 年 1 月から感染症専門医を採用し、院内感

染防止に努めるとともに、平成 27 年度完成を目標として

NICU の改築を計画している。 

 
○ インシデント･アクシデント件数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21→26) 

イ

ン

シ

デ

ン

ト 

1,770 

件 

2,043 

件 

2,326 

件 

2,533 

件 

2,815 

件 

2,990 

件 

+1,220 

件 

ア

ク

シ

デ

ン

ト 

127

件 

153

件 

58 

件 

57 

件 

62 

件 

54 

件 

▲73 

件 

総

数 

1,897 

件 

2,196 

件 

2,384 

件 

2,590 

件 

2,877 

件 

3,044 

件 

+1,147 

件 

      ※ 平成 23年度からアクシデントであったレベル 3がレベル 3a(イ

ンシデント)とレベル 3b(アクシデント)に分割 

 

 

 

・ 現場からの患者・職員の感染症発症時の早期察知と報告によ

り、ICT の早期介入と現場の感染対策の強化・実施を図った。 

・ 全職員へ向けにリアルタイムな感染管理に関する情報提供と

感染対策実施に向けた啓発、及び報告体制の見直しを行った。

また、委託含む全職員対象に、感染対策教育講演会を年 2 回実

施し、感染対策に努めた。 

・ 近隣 4 医療施設・東濃保健所との感染防止対策合同カンファ

レンスや、東濃保健所と連携し地域医療者を対象とした結核対

策の講演会を開催した。 
 

○ インシデント･アクシデント件数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

イ

ン

シ

デ

ン

ト 

1,456 

件 

1,991 

件 

2,642 

件 

3,169 

件 

3,473 

件 

3,661 

件 

＋2,205 

件 

ア

ク

シ

デ

ン

ト 

9 

件 

19 

件 

21 

件 

17 

件 

22 

件 

20 

件 

＋11 

件 

総

数 

1,465 

件 

2,010 

件 

2,663 

件 

3,186 

件 

3,495 

件 

3,681 

件 

＋2,216 

件 

 

 

従看護師が中心となり、各部門との情報収集・意見交換、連絡・調

整・相談などを日々実施するとともに、インシデント・アクシデン

ト報告の分析及び改善方策を共有化するため、院内の医療安全対策

室において、情報の収集及び分析に努め、リスクを回避する方策の

立案や，対策実施後の評価等を定期的に討議し、医療事故の再発防

止及び予防の徹底を実施 

・ 分析結果及び改善方策については、毎月のインシデント・アクシ

デントのまとめとインシデントレベル 2 及び 3(事故報告書)につい

て分析・検討し対策を立案 

・ 全職員が患者の安全を最優先にして万全な対応を行うことができ

るよう、情報の収集・分析による医療安全対策の徹底及び医療安全

文化の醸成など安全管理に関する研修体制を充実、院内全職員を対

象にした医療安全推進大会を実施している。 

・ 複数の医療職から構成する院内感染対策室を設置し、職員に対す

る院内防止対策(マニュアル)の改定及び周知徹底・啓発を行うとと

もに、定期的に感染対策委員会を開催し、感染の状況や感染対策活

動の評価等を実施。また重大な院内感染が発生した場合には、医療

事故と同様、原因の分析・再発防止策の立案と県民に対する適正な

情報を提供 
 

○ インシデント･アクシデント件数(※H23 インシデント分類の変更有り) 

区分 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21-26) 

インシ

デント 

693 

件  

905 

件 

945 

件 

729 

件 

936 

件 

975 

件 

282 

件 

アクシ

デント 

9 

件  

7 

件 

10 

件 

6 

件 

13 

件 

9 

件 

0 

件 

計 
702 

件 

912 

件 

955 

件 

735 

件 

949 

件 

984 

件 

282 

件 

 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 
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３－１－２ 患者・住民サービスの向上 
 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

来院から診察、検

査、会計等に至る全

てのサービスの待

ち時間の改善、快適

性及びプライバシ

ー確保に配慮した

院内環境の整備、医

療情報に関する相

談体制の整備･充実

など、病院が提供す

る全てのサービス

について患者の利

便性の向上に努め

ること。 

 

また、病院運営に

関し、患者のみなら

ず地域住民の意見

を取り入れる仕組

みを作り、患者･住

民サービスの向上

を図ること。 

＊ 患者の利便性の向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

待ち時間及び検査については、外来患者が平成 21 年度に比

較して毎年 1 万人以上が増加し、入院患者も 1 万人以上増加し

たことにより、診療及び検査にかかる時間を大幅に減らすこと

はできなかったが、診療や検査が円滑に行われるために、以下

のような対策を実施している。 

・ 検査が必要な患者に対して診察前に検査を実施 

・ 診察待ち時間に看護師による患者への指導･説明 

・ 入院説明室の設置による外来での診察時間の短縮 

・ 検査技師の増員 

・ 検査の予約枠を増設、変更 

・ 検査時間の延長、時間外検査枠の増設 等 
 

  手術待ち時間については、手術件数が平成 21 年度に比較して

1,942 件の増加になったが、手術の内容に応じた手術枠の弾力的

運用、手術機材のキット化(あらかじめセットしている状態)によ

る準備期間の短縮、麻酔医の増員、外来手術への移行等により、

手術室の稼働率の向上及び短縮を図っている。 

病院環境については、平成 18 年度完成の本館に続き、平成

21 年度には情報交流棟・管理棟が完成し、平成 22 年度は旧病

棟等の解体と駐車場を主とする外構工事を実施し、平成 23 年 5

月から患者用駐車場 500 台を整備することで、慢性的な駐車場

不足を解消している。 

また、患者本人又は家族から請求のあったカルテ開示件数は、

平成 22 年度に比較して 57 件増加しており、平成 25 年度まで

はすべて開示していたが、平成 26 年度においては保存期間を

超えたカルテ開示請求による不存在を理由として開示できない

ことはあるもものの、適切な情報開示を行っている。 

加えて、本館 1 階ロビーに患者の権利、個人情報の保護に関

する方針を掲示するととともに病院ホームページにも掲載し、

患者の視点に立った医療情報の提供を行っている。 

平成 23 年度に｢総合相談センター｣を設置し、医師及び看護

師の他、コンシェルジュを配置し、患者からの各種相談を一体

的に受け付ける体制を整えるなど、利便性を向上している。ま

た、平成 25 年度には、がん相談に専従の MSW(社会福祉士)1

人を配置し、平成 26 年度にはがん以外のなんでも相談に

MSW(社会福祉士)1 人を配置する等相談体制の充実を図った。 

 
○ 外来患者の平均待ち時間の状況 

項目 22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

平 均

待 ち

時間 

17 分 26 分 22 分 25 分 24 分 +7 分 

 

○ 検査待ち日数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

Ｃ

Ｔ 

14 日 10 日 7 日 4 日 4 日 4 日 ▲10 日   

Ｍ

Ｒ

Ｉ 

21 日 17 日 21 日 14 日 12 日 12 日 ▲9 日 

 

○ 時間内手術室稼働率・総手術件数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 年

度 

増減 
(21→

26) 

稼

働

率 

51.6 

％ 

55.2 

％ 

56.9 

％ 

62.9％ 61.2％ 66.8％ +15.2 

P 

総

手

術

件

数 

5,050 

件 

5,407 

件 

5,614

件 

6,029

件 

6,498

件 

6,992

件 

+1,942

件 

Ⅳ 来院から診察、

検査、会計等に至

る全てのサービス

の待ち時間の改

善、快適性及びプ

ライバシー確保に

配慮した院内環境

の整備、医療情報

に関する相談体制

の整備･充実など、

病院が提供する全

てのサービスにつ

いて患者の利便性

の向上に努めるこ

と。 

 

また、病院運営

に関し、患者のみ

ならず地域住民の

意見を取り入れる

仕組みを作り、患

者･住民サービス

の向上を図るこ

と。 

＊ 患者の利便性の向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 外来駐車場の増設工事の整備と同時に外来駐車場を有料化し

たことにより、無断駐車が一掃され、必要な駐車スペースの確

保と近隣道路の渋滞を解消した。 

・ 早朝コンシェルジュを外来に配置するなどして積極的な患者

案内の取り組みを図った。  

・ 自動支払機のシステム改修、並びに窓口の混雑状況を見なが

ら会計窓口機能の拡充やクレジットカード決済を導入し、支払

いに要する待ち時間の短縮を図った。 

・ 医療連携に基づく検査依頼については、電話予約(CT、MRI)

の採用や当日枠の運用など、検査依頼にかかる待ち時間の縮減

を図った。 

・ 午前の手術開始時間を早めたり、委託業者配置人員の増員な

どにより手術件数の増加を図った。 

・ 正面玄関ロビーを、木材を豊富に使用し、明るさとともに和

みのある空間の改修工事を行い、併せて院内サインの色調を統

一し、見やすく、分かりやすいものへとし、患者の利便性向上

を図った。 

・ セカンドオピニオンについては、院内や病院のホームページ

に案内掲示し、相談者からの申し出には、医療連携室を窓口と

して一元的に対応をした。また、がんの種類別に医師を選任し、

相談に応じた。 

・ 患者から情報の開示を求められた時には、個人情報保護条例、

院内の規程、要綱、指針に基づき、迅速に対応した。 

・ 平成 23 年度に、ソフト・ハード両面からの患者サービスの改

善などに全職員が一丸となって取り組み、(財)日本医療機能評価

機構の病院機能評価の認定更新をした。 
 

○ サービスの平均待ち時間の状況 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22→26) 

平 均

待 ち

時間 

24 分 23 分 23 分 24 分 23 分 ▲1 分 

 

○ カルテ開示請求件数･開示件数･開示率 

項

目 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22→26) 

請

求

件

数 

25 件 34 件 62 件 65 件 63 件 ＋38 件 

開

示

件

数 

25 件 34 件 61 件 65 件 63 件 ＋38 件 

開

示

率 

100％ 100％ 98.4％ 100％ 100％  

 

○ 相談件数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(※) 

医

療

相

談 

9,889 

件 

8,567 

件 

7,921 

件 

10,199 

件 

11,186 

件 

11,648 

件 

＋1,759 

件 

が

ん

サ

ロ

ン

相

談 

－ 

件 

－ 

件 

131 

件 

168 

件 

140 

件 

140 

件 

＋9 

件 

(※)：H26 と独法化前若しくは開始年度の増減                               

 

 

Ⅲ 来院から診察、検

査、会計等に至る全

てのサービスの待

ち時間の改善、快適

性及びプライバシ

ー確保に配慮した

院内環境の整備、医

療情報に関する相

談体制の整備･充実

など、病院が提供す

る全てのサービス

について患者の利

便性の向上に努め

ること。 

 

また、病院運営に

関し、患者のみなら

ず地域住民の意見

を取り入れる仕組

みを作り、患者･住

民サービスの向上

を図ること。 

＊ 患者の利便性の向上に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 病院の新築移転(H26.5.1)により、入院・外来患者に対し医療

サービスの向上（外来のワンフロア化、全室個室化、免震構造、

屋上ヘリポートの整備など）を図ることができた。 

・ 外来患者満足度調査の中で待ち時間に関する意見がみられた

ため、待ち時間対策として以下の対策を実施した。 
1) 診察の遅れについては、できるだけ正確に診察の進行状況の情報を

提供 

2) 看護師による待合室の巡視(声掛けにより患者の急変や気分不快等

の早期発見に努める) 

3) 小児科外来は図書コーナーを設置、また持ち帰り可能な雑誌等の設

置 
 

・ 院内環境の快適性を向上するため、職員による来院者アンケ

ートを実施し、その結果を基に、対応するよう調整を実施 
例) 病院への交通アクセス面、テレビ機器の操作に関する不満・苦

情(操作方法が分からない)に対する地上波デジタル波のアナログ

化工事等 
 

・ 病院及び周辺の清掃を年 2 回実施 

・ 院内イベントを開催し、コンサートや健康相談、栄養・感染

防止・摂食嚥下・床ずれ防止･スキンケア等の相談・指導を実施 

・ 医療情報に関する相談・苦情ついては、組織として初期段階

での対応を実施するとともに、相談がしやすくなるよう医療相

談室を設置し、社会福祉士 2 名看護師 1 名の 3 名の職員を配置

した。「患者サポート体制充実加算」の施設基準を取得【H25.6

～】 

・ カルテ等の医療情報開示は、岐阜県情報公開条例及び岐阜県

個人情報保護条例に準じ対応している。 

・ 患者とその家族には、インフォームドコンセントの徹底を図

り、規程に基づく同意を得るほか、入院時の入院治療計画の提

示及び手術や検査の事前説明を行ったうえで治療を実施 
 

○ サービスの平均待ち時間の状況 

外来診療待ち時間調査(初診患者) 増減 

(21-26) 
待ち 

時間 

21 年度 23 年度 25 年度 26 年度 

人

数 
％ 

人

数 
％ 

人

数 
％ 

人

数 
％ P 

なし 46  80  46  85  48  77  67  81  1  

 1 

～ 

30 分 

－ － － － 10  16  12  14  － 

30 

～ 

60 分 

10  18  7  13  1  2  4  5  ▲12  

60 

～ 

90 分 

1  2  1  2  1  2  0  0  ▲2  

90 分 

以上 
0  0  0  0  2  3  0  0  0  

 

外来診療待ち時間調査(再診患者) 増減 

(21-26) 
待ち 

時間 

21 年度 23 年度 25 年度 26 年度 

人

数 
％ 

人

数 
％ 

人

数 
％ 

人

数 
％ P 

なし 246  82  142  69  166  72  166  72  ▲10  

1 

～ 

30 分 

－ － － － 56  24  56  24  － 

30 

～ 

60 分 

43  14  34  17  7  3  7  3  ▲11  

60 

～ 

90 分 

8  3  25  12  1  0  1  0  ▲3  

90 分 

以上 
3  1  4  2  2  1  2  1  0  

 

Ⅲ 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
 

○ カルテ開示請求件数･開示件数･開示率 

項

目 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

請

求 

件

数 

59 件 56 件 72 件 89 件 123 件 +64 件 

開

示 

件

数 

59 件 56 件 72 件 89 件 116 件 +57 件 

開

示 

率 

100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 94.3％ ▲5.7P 

 

 

○ 相談件数 

項

目 

21

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

が

ん

相

談 

951 

件 

1,130 

件 

1,158 

件 

1,648 

件 

1,138 

件 

3,406 

件 

+2,455 

件 

が

ん

以

外

の

相

談 

－ 

件 

1,225 

件 

6,025 

件 

7,288 

件 

9,966 

件 

8,286 

件 

－ 

件 

医

療

相

談 

－ 

件 

－ 

件 

5,638 

件 

4,506 

件 

4,148 

件 

4,033 

件 

－ 

件 

計 － 

件 

－ 

件 

12,821 

件 

13,442 

件 

15,252 

件 

15,725 

件 

－ 

件 

※ 平成 23 年度に総合相談センターを設置した。 

 

○ セカンドオピニオン実施件数 

項目 21

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

外来 

受入 

18

件 

21

件 

21

件 

26

件 

22

件 

22

件 

+4 件 

他院 

紹介 

52

件 

64

件 

41

件 

47

件 

44

件 

46

件 

▲6 件 

 

 

 

＊ 患者･住民サービスの向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

「岐阜県総合医療センター運営協議会」を継続して開催し、

地域住民の代表者との意見交流を図るとともに、患者満足度調

査を実施し、病院運営に反映している。 

また、中期計画にあるメタボリックシンドローム予防センタ

ーを創設し、患者教育に重点をおいた生活習慣病の予防を推進

している。 

 

○ セカンドオピニオン実施件数 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(※) 

外来

受入 
13 件 5 件 11 件 12 件 1 件 8 件 ▲5 件 

他院

紹介 
－ 48 件 74 件 69 件 54 件 55 件 ＋7 件 

(※)：H26 と独法化前若しくは開始年度の増減 

 

 

 

＊ 患者･住民サービスの向上に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 平成 24 年度に、当院の基本理念である「安全で、やさしく、

あたたかい医療に努めます」をコンセプトにしたシンボルマー

クを制定し、病院利用者及び職員に患者中心の医療の実践をア

ピ－ルした。 

・ 治療効果を高め、より快適な入院生活を送ることができるよ

う食種や、献立・食材の見直しをするとともに、栄養不良が疑

われる患者に対し、NST の早期介入により栄養状態の改善強化

に努めた。 

・ 入院にかかる詳細な説明を行う目的で、入院案内センターを

新設し、相談体制の連携強化を図った。 

・ 医療連携室、医療相談室、退院調整を一体化した「地域医療

連携センター」を設立し、相互の連携を強化することにより、

紹介患者の受け入れ、入院の早い段階での医療相談、退院後の

かかりつけ医への逆紹介、転院調整、在宅医療の支援などを円

滑に推進する体制を整えた。 

・ がん患者サロンを開設し、がん患者及びその家族に対しての

相談を行った。 

・ 患者や家族に治療に対する理解を深めてもらうことを目的に、

NPO 法人「医療の質に関する研究会」から図書などの寄付を受

け、平成 25 年度に患者図書室「ぬくた～らいぶらり」を開設し

た。 

・ 地域住民や医療・福祉関係団体の代表者等で構成する「多治

見病院運営協議会」を開催し、病院運営に関するニーズの把握

や病院運営に対する意見交換を行った。 

・ 外来及び入院患者を対象とした患者満足度調査を実施し、調

査結果を関係部署に通知し、業務改善の検討等に活用した。 

・ 院内ギャラリーを開設し、病院利用者に対する癒しの環境整

備を図った。 

 

 

○ カルテ開示請求件数･開示件数 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

請求 

件数 
7 件 3 件 4 件 4 件 5 件 ▲2 件 

開示 

件数 
7 件 3 件 4 件 4 件 5 件 ▲2 件 

開示 

率 
100% 100% 100% 100% 100% 100% 

 

○ 相談件数 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

医療福

祉相談 

912 

件 

1,716 

件 

1,603 

件 

2,038 

件 

1,649 

件 

737 

件 

 

○ セカンドオピニオン実施件数 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21-26) 

外来受入 － － － － － － － 

他院紹介 6 件 6 件 7 件 6 件 0 件 3 件 ▲3 件 

※ セカンドオピニオン外来は標榜しておらず一般外来として受け入

れている 

 

 

 

＊ 患者･住民サービスの向上に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 患者満足度調査として、退院時アンケート調査を年２回、外

来患者満足度調査を年１回実施し、その結果は看護部広報委員

会が中心となって検討し、各部署における課題の改善を推進 

・ 「看護の日」等を活用し、患者やその家族・外来受診者を対

象に健康チェック、健康相談やアロマによるハンドマッサージ

を行い、地域の人々との交流を推進。年２回実施 

・ 院内に設置してある｢ご意見箱｣に投函された意見について、

院内の掲示板でフィードバックするなど、患者サービス向上委

員会が中心になり改善(御礼、病院職員の態度や言葉遣いに関す

る意見・要望等) 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 
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３－１－３ 診療体制の充実 
 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

医療需要の質的･

量的変化や新たな

医療課題に適切に

対応するため、患者

動向や医療需要の

変化に即して診療

部門の充実や見直

し、若しくは専門外

来の設置や充実な

ど診療体制の整備･

充実を図ること。 

＊ 診療体制の充実に関する事項 

☆ 業務実績等 

診療体制の充実については、従来から患者の需要に的確に

対応できる医療を目指しており、診療科の新設や組織改変を

行うことで、チーム医療を推進し、各種症例に的確に応えら

れる体制としている。 

 

○ 診療部門･専門外来 

新

設 

【診療科】 

H22：総合診療科、小児腎臓内科、不整脈科 

H23：成人先天性心疾患診療科、母胎科、救急外科 

   (専門外来) 頭痛外来、小児肝・内分泌外来、緩和ケア

外来、心臓リハビリテーション外来、脚外来 

H24：脳卒中内科、脳卒中外科、内視鏡外科、成育医療科、

高血圧科、頭頸部外科、病理診断連携科 

H25：大腸外科、精神腫瘍科、臨床栄養科 

(専門外来) 遺伝診断治療外来 

H26：膠原病科、脳血管内治療科、感染症内科 

 

【組織】 

H22：前立腺センター部、睡眠時無呼吸センター部、脊椎脊

髄外科センター部 

H23：院長代理、事務局次長、人事労務担当チーフ、高度先

端医療センター、臨床研究部、診療情報支援部－医療

クラーク室、臨床工学部、心臓カテーテル室、総合リ

ハビリテーションセンター、外来部 

H24：客員部長、新棟建設企画監－新棟建設担当、薬剤セン

ター－薬剤総合管理部、病理センター、物流管理セン

ター部 

H25：院長補佐、自宅退院サポートセンター部、ワクチンセ

ンター部、内視鏡治療部、呼吸器内視鏡部、ホスピタ

ルクオリティセンター部、ハイブリッドセンター部、

核医学診療センター、総合外来センター、専門外来部、

専門ドック部、入院前検査センター、栄養センター、

臨床栄養部、ＮＳＴ部、入退院管理室 

変

更 

【診療科】 

H22：総合内科→内科 

H26：第一麻酔科・第二麻酔科・第三麻酔科→麻酔科(統合) 

 

【組織】 

H22：母と子供医療センター 

→小児医療センター・新生児医療センター・総合周産

期母子医療センター 

H23：臨床研修センター部→研修人材センター部 

H24：産科→産婦人科、婦人科→女性科、 

研修人材センター部→研修センター部・人材センター部 

H25：研修センター部→総合研修センター部 

 

 

Ⅳ 医療需要の質的･

量的変化や新たな

医療課題に適切に

対応するため、患者

動向や医療需要の

変化に即して診療

部門の充実や見直

し、若しくは専門外

来の設置や充実な

ど診療体制の整備･

充実を図ること。 

＊ 診療体制の充実に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 医療連携を強化するため、地域医療連携センターを新設、よ

ろず相談・かかりつけ医紹介センターの設置と、かかりつけ医

へ患者の診療予定日をお知らせする仕組み(多治見シャトル)を

構築した。これにより、入院初期段階から医療扶助制度の活用

や適切な転院・退院調整を行い、患者が安心して治療ができる

よう努めた。 

・ 医療連携予約の平日の受付時間を延長するとともに、土曜日

の予約受付業務を開始した。 

・ 内視鏡センター、中央採血室、点滴治療センターの移転整備

により、外来での効率的な診療が可能となった。 

・ 各分野間の連携を強化しながら、専門看護師や認定看護師に

よる看護専門外来を開設した。 

・ 病院に必要とされる専門性や能力を有した職員を確保するた

め、社会保険労務士、診療情報管理士、相談業務、病院経営業

務の従事経験者の選考採用や、診療情報管理士資格取得に向け

ての支援をした。 

・ 平成 22 年度に東濃地域で初となる緩和ケア内科(入院・外来)

の開設、平成 26 年度に迅速かつ適切な緩和ケアを提供するた

めの緩和ケアセンターを設置した。 

・ 地域から期待されるがん治療の統括を目的とする放射線治療

センターを設置した。 

・ 平成 25 年度に、放射線治療の一層の充実を図るため従来の

「放射線科」を「放射線治療科」と「放射線診断科」に分け、

放射線治療分野と画像診断分野の診療強化をした。 

 
○ 診療部門･専門外来 

新

設 

地域医療連携センター、看護専門外来、緩和ケア内

科(入院・外来)、緩和ケアセンター、放射線治療セ

ンター、よろず相談・かかりつけ医紹介センター 

変

更 

「放射線科」を「放射線治療科」と「放射線診断科」

に分割 

 

 

Ⅳ 医療需要の質的･

量的変化や新たな

医療課題に適切に

対応するため、患者

動向や医療需要の

変化に即して診療

部門の充実や見直

し、若しくは専門外

来の設置や充実な

ど診療体制の整備･

充実を図ること。 

＊ 診療体制の充実に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 患者動向や医療需要の変化に即した病診連携の強化として、

開業医・診療所(下呂市内、中津川市ほか)からの初診・検査予

約に対応するため、予約受付を当院の地域連携室(旧：総合サポ

ートセンター)で行い、紹介患者のスムーズな診療対応を実施 

・ 高度な専門性を有する職員を外部から登用するにあたり、そ

の専門性に適した処遇の取り組みを行った。 
1) 年俸制の雇用制度を構築【H23～】し、年俸制による医師を 2 名

採用 

2) 専門性を活かすため、非常勤職員であったあんまマッサージ師を

常勤職員として雇用、社会福祉士については、職種や専門性から給

与制度を検討し、医療職給料表を適用 
 

・ 高度な専門性を有する職員に対しての再雇用制度を整備 

 
○ 診療所からの事前予約により下呂温泉病院へ来院した件数等 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

事

前

予

約

件

数 

1,137 

件 

1,098 

件 

766 

件 

753 

件 

807 

件 

865 

件 

▲272 

件 

初

診

患

者

数 

11,251 

人 

10,506 

人 

9,961 

人 

10,930 

人 

10,764 

人 

10,452 

人 

▲799 

人 

予

約

割

合 

10.1 

% 

10.5 

% 

7.7 

% 

6.9 

% 

7.5 

% 

8.3 

% 

▲1.8 

P 

 

○ 主な診療部門･専門外来の新設・変更 

新設 なし 

変更 東洋医学科：廃止【～H26.4】※医師の退職による 
 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

 



7 
 

３－１－４ 近隣の医療機関等との役割分担及び連携 
 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

近隣の医療機関

等との役割分担を

明確にするととも

に病病連携･病診連

携を一層推進し、地

域の実情に応じて

岐阜地域の基幹病

院としての機能を

引き続き発揮し、県

民が求める医療を

実施すること。 

 

さらに、退院後の

療養に関する各種

情報を提供するこ

とにより、医療から

介護･福祉へと切れ

目のないサービス

提供の促進を図る

こと。 

＊ 近隣の医療機関等との役割分担及び連携に関する事項 

☆ 業務実績等 

地域の医療機関との役割分担の明確化と連携強化による「地

域医療支援病院」として、その役割分担を明確化し中期計画目

標である紹介率 40％以上、逆紹介率 60％以上を達成し、平成

26 年度に新たに示された地域医療支援病院の要件である紹介

率 50％以上、逆紹介率 70％以上も達成している。 

周産期医療の夜間・休日診療には周辺地域の開業医の協力を

得ており、小児救急医療拠点病院としては各務原市医師会と連

携し、また岐阜市からの要請を受け小児夜間輪番にも参加し、

その役割を果たしている。 

また、地域の医師会や大学病院を中心として、地域連携パス

の整備･普及を目的とした検討会等を実施するととともに、当

センターでも積極的に運用している。 

 
○ 紹介率･逆紹介率 

項目 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

紹介率 59.2％ 61.5％ 61.8％ 63.3％ 

紹介 

実件数 
11,707 件 13,330 件 13,538 件 14,524 件 

逆紹介率 72.1％ 73.4％ 72.7％ 75.7％ 

逆紹介 

実件数 
15,221 件 16,937 件 16,867 件 18,488 件 

 

項目 25 年度 26 年度 増減 

(21→26) 

紹介率 64.2％ 63.4％ +4.2P 

紹介 

実件数 
15,079 件 15,717 件 +4,010 件 

逆紹介率 78.1％ 83.1％ +11.0P 

逆紹介 

実件数 
19,587 件 20,587 件 +5,366 件 

 

○ 地域連携パスの運用状況 

連携パス名 21

年

度 

22

年

度 

23

年

度 

24

年

度 

25

年

度 

26

年

度 

増減 
(21→26) 

急性心筋梗

塞 

17

件 

9

件 

7

件 

19

件 

20

件 

23

件 
+6 件 

大腿骨頸部

骨折 

63

件 

85

件 

91

件 

94

件 

91

件 

120

件 
+57 件 

脳卒中 26

件 

73

件 

203

件 

215

件 

274

件 

334

件 
+308 件 

胃がんステ

ージ１ 

8

件 

15

件 

28

件 

21

件 

19

件 

35

件 
+27 件 

胃がんステ

ージ２・３ 

0

件 

2

件 

3

件 

4

件 

10

件 

6

件 
+6 件 

肝がん 0

件 

0

件 

3

件 

2

件 

5

件 

2

件 
+2 件 

大腸がん 1

件 

11

件 

46

件 

34

件 

43

件 

49

件 
+48 件 

乳がん 0

件 

0

件 

13

件 

7

件 

0

件 

19

件 
+19 件 

肺がん 0

件 

0

件 

0

件 

0

件 

10

件 

22

件 
+22 件 

肝炎 0

件 

10

件 

2

件 

2

件 

2

件 

26

件 
+26 件 

糖尿病 0

件 

0

件 

0

件 

0

件 

1

件 

4

件 
+4 件 

 

 

 

＊ 医療から介護･福祉へのサービス提供の促進に関する事項 

☆ 業務実績等 

MSW(Medical Social Worker)の増員及び看護師からの振

替により、退院調整業務の効率化と機能強化を図っている。 

 ※退院調整看護師 H22 年度：3 人 → H26 年度：1 人 

  退院調整ＭＳＷ H22 年度：0 人 → H26 年度：7 人 

Ⅳ 近隣の医療機関

等との役割分担を

明確にするととも

に病病連携･病診連

携を一層推進し、地

域の実情に応じて

東濃地域の基幹病

院としての機能を

引き続き発揮し、県

民が求める医療を

実施すること。 

 

さらに、退院後の

療養に関する各種

情報を提供するこ

とにより、医療から

介護･福祉へと切れ

目のないサービス

提供の促進を図る

こと。 

＊ 近隣の医療機関等との役割分担及び連携に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 高度医療機器の予約状況の分析を行い、電話予約の採用や当

日予約枠の運用などさらなる利便性の向上を図り、連携病院の

医師が利用しやすい環境づくりを行った。 

・ 開放病床の利用に関しても、かかりつけ医の意見を聴取しな

がら、さらなる利便性の向上を目指した結果、件数が増加した。 

・ 近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化により、地

域医療支援病院の要件である紹介率・逆紹介率を達成した。 

・ 連携パスコーディネーターを中心に地域医療連携パスの普及

や運用の促進を行った。 

・ 地域のそれぞれの持つ医療資源を繋ぎ、限られた医療資源を

有効活用していく方策を講じていく場として、東濃可児地域に

ある 8 病院で、「東濃・可児地域病病連携推進会議」を行った。 

・ 外来待ち合いスペースに設置してある「医療連携登録医情報

コーナー」を活用し、登録医の情報を提供するとともに、登録

医等への訪問活動を実施した。 
 

○ 紹介率･逆紹介率 

項目 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

紹介率 57.2％ 60.2％ 62.7％ 62.6％ 

紹介 

実件数 
12,465 件 17,031 件 17,215 件 16,053 件 

逆紹介率 76.1％ 79.2％ 83.8％ 82.8％ 

逆紹介 

実件数 
19,343 件 20,241 件 20,642 件 21,023 件 

 

項目 25 年度 26 年度 
増減 

(21→26) 

紹介率 65.3％ 69.3％ ＋12.1P 

紹介 

実件数 
19,233 件 20,836 件 ＋8,371 件 

逆紹介率 80.8％ 86.0％ +9.9P 

逆紹介 

実件数 
20,698 件 19,472 件 +129 件 

 

○ 地域連携パスの運用状況 

連携パス

名 

21

年度 

22

年度 

23

年度 

24

年度 

25

年度 

26

年度 

増減  

(※) 

大腿骨頚

部骨折 

63

件 

79

件 

79

件 

80

件 

103

件 

111

件 

＋48

件 

脳卒中 
105

件 

250

件 

321

件 

305

件 

280

件 

263

件 

+158

件 

5 大がん － － 4 件 5 件 9 件 9 件 
＋5 

件 

狭心症･

心筋梗塞 
－ － 

10

件 

94

件 

98

件 

112

件 

＋102

件 

糖尿病 － － － 5 件 2 件 5 件 0 件 

(※)：H26 と独法化前若しくは開始年度の増減 

 

 

 

 

＊ 医療から介護･福祉へのサービス提供の促進に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 医療相談室会を 1 週間に 1 度行うよう定例化したことで退院

調整看護師・各相談員が情報を共有し、連携を強化できた。 

・ 退院前に医師、看護師、地域のケアマネージャーを交えた合

同カンファレンスを開催し、地域との連携を強化するとともに、

安全・安楽に在宅療養できるよう支援を行った。 
 

○ 退院前合同カンファレンスの実施件数 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

173 件 231 件 351 件 431 件 346 件 ＋173 件 

 

 

Ⅳ 近隣の医療機関

等との役割分担を

明確にするととも

に病病連携･病診連

携を一層推進し、地

域の実情に応じて

飛騨地域の基幹病

院としての機能を

引き続き発揮し、県

民が求める医療を

実施すること。 

 

さらに、退院後の

療養に関する各種

情報を提供するこ

とにより、医療から

介護･福祉へと切れ

目のないサービス

提供の促進を図る

こと。 

＊ 近隣の医療機関等との役割分担及び連携に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 近隣の医療機関との連携の強化を推進し、地域診療所(かか

りつけ医)と下呂温泉病院の役割を分担 

・ 下呂市立金山病院との関係については、毎年 1 回、下呂市が

開催する医療行政担当課長会議に出席するほか、下呂市健康医

療部との連絡を密にすることにより、下呂市の医療政策に反映

させるよう取り組み 

・ 地域連携クリニカルパスとしては「東濃地域脳卒中地域連携

パス」及び「飛騨地域がん地域連携クリニカルパス」と連携し

運用 

・ 診療報酬改定で新設された「緊急患者搬送地域連携受入(紹

介)加算」を取得【H24.4～】し、他の医療機関と連携 
 

○ 紹介率･逆紹介率 

項目 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

紹介率 29.2% 33.2% 34.5% 34.0% 

紹介 

実施件数 
2,040 件 2,244 件 2,107 件 2,403 件 

逆紹介率 39.3% 29.9% 36.3% 33.1% 

逆紹介 

実施件数 
4,403 件 3,171 件 3,662 件 3,638 件 

 

項目 25 年度 26 年度 増減(21-26) 

紹介率 33.3% 36.2% 7.0P 

紹介 

実施件数 
2,335 件 2,404 件 364 件 

逆紹介率 36.2% 36.1% ▲3.2P 

逆紹介 

実施件数 
3,880 件 3,726 件 ▲677 件 

(注) 歯科を除く 

 

○ 地域連携パスの運用状況 

連携パス名 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

東濃地域脳

卒中地域連

携パス 

－ 1 件 0 件 0 件 3 件 2 件 2 件 

飛騨地域が

ん地域連携

クリニカル

パス 

－ － 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

(注) H23 までは東濃西部脳卒中地域連携パス 

 

 

 

＊ 医療から介護･福祉へのサービス提供の促進に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 地域の介護・福祉機関との連携を強化し、介護・福祉機関へ

の患者情報の積極的な提供や、退院時カンファレンスの取り組

みの強化等により、医療から介護・福祉へと切れ目のないサー

ビスを提供 

・ 下呂市(地域包括センター)、下呂市医師会及び薬剤師会と連

携して、下呂地域脳機能低下予防研究会を設置し、「認知症早

期発見のための下呂式簡易知能評価手法」や「予防リハビリ」

について検討を行うことにより、地域における「早期認知症予

防システムの構築」を目指した。 

・ 患者が退院するにあたり、患者・家族の方を交えて地域サー

ビス担当者、院内各職種間で患者の情報を共有してケアを継

続。ケア会議の開催件数は中期計画期間中に増加、病棟看護師

からの会議開催の依頼が増加し、連携に向けた意識が向上し

た。 

・ 退院後も外来通院が必要な患者については、外来受診時まで

に病棟看護師と外来看護師間で患者の情報を共有して必要な

ケアが継続できるよう、継続看護連絡会議を開催 
 

 

Ⅲ 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
 

また、医師や看護師、MSW と退院後の在宅医療を担う地域

医療機関の看護師や訪問看護ステーション等の介護・福祉機関

とともに退院前合同カンファレンスを行い、在宅医療へ円滑に

移行できるように支援している。 

加えて、退院後に介護サービスの利用が見込まれる患者に対

しては、当センター看護師と患者のケアプランを作成するケア

マネージャーと連携して、指導を行っている。 
 

○ 退院前合同カンファレンスの実施件数 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

－件 －件 68 件 83 件 121 件 145 件 －件 

  ※ 平成 22 年度以前は、退院前合同カンファレンスの実施件数を把

握できない。 

 

○ 介護施設・ケアマネージャーからの連携連絡票数 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

0 件 198件 254件 255件 224件 308件 +308 件 

  ※ 平成 21 年度以前は、実施していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ケア会議の実施件数 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

60 件 77 件 56 件 90 件 104 件 110 件 50 件 

 

○ 継続看護連絡会議 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(21-26) 

45 件 47 件 56 件 77 件 128 件 68 件 23 件 

 

 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 
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３－１－５ 重点的に取組む医療 
 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

高度･先進医療、

急性期医療及び政

策医療といった他

の医療機関におい

ては実施が困難で

はあるが県民が必

要とする医療を、

岐阜県総合医療セ

ンターとして重点

的に実施するこ

と。 

 

特に、「救命救急

医療」、「心臓血管

疾患医療」、「周産

期医療」、「がん医

療」、「女性とこど

も医療」を、岐阜

県総合医療センタ

ーにおける重点医

療として位置付

け、さらに充実･

強化して高度で先

進的な医療を提供

すること。 

 

なお、こども医

療については、救

急医療体制の強

化、高度･専門的な

医療を必要とする

重症心身障がい児

の入所施設の整備

など、拠点として

の機能の一層の充

実を図ること。 

 

＊ 救命救急医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

岐阜地域における救命救急センターとして、精神科疾患を除

くすべての救急疾患を対象に 24 時間体制で対応し、断らない医

療を目指している。 

救急外来は内科系、外科系、小児科系各 1 人で 24 時間体制の

対応をしている。また、夜間(17:15～翌 8:30)・休日は地域の医

療機関と連携し、外科及び内科の医師の派遣を受けるとともに

当センター医師 3 名が診療している。 

特に第二次、第三次救急医療として重症・重篤症例や複数診

療科にまたがる重症症例を受け入れ、救急医療の完結を目指し

ている。そのため、臨床検査や放射線検査を常時可能とし、24

時間呼び出し体制を取ることで、緊急手術も常時行える体制と

なっている。 
 

○ 病床利用状況 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

延入院 

患者数 

8,145 

人 

8,483 

人 

8,182 

人 

8,633 

人 

9,084 

人 

8,627 

人 

+482 

人 

病床 

利用率 

74.4 

％ 

77.5 

％ 

74.5 

％ 

78.8 

％ 

83.0 

％ 

78.8 

％ 

4.4 

P 

 

○ 救急車受入台数 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→

26) 

救急車

受入件

数 

4,328 

件 

4,888 

件 

4,709 

件 

4,931 

件 

5,271 

件 

5,963 

件 

+ 

1,635 

件 

同一日

平均台

数 

11.9 

台 

13.4 

台 

12.9 

台 

13.5 

台 

14.4 

台 

16.3 

台 

+4.4 

台 

 

○ 救急外来患者数 

診

療

科 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

小

児

科 

8,774 

人 

8,763 

人 

8,936 

人 

10,230 

人 

8,241 

人 

8,678 

人 

▲96 

人 

消

化

器

内

科 

3,060 

人 

3,169 

人 

3,207 

人 

3,180 

人 

3,048 

人 

3,157 

人 

+97 

人 

整

形

外

科 

2,365 

人 

2,537 

人 

2,604 

人 

2,613 

人 

2,951 

人 

3,211 

人 

+846 

人 

総

合

診

療

科 

4,292 

人 

2,065 

人 

2,330 

人 

3,129 

人 

3,779 

人 

4,552 

人 

+260 

人 

外

科 

2,117 

人 

2,283 

人 

2,193 

人 

1,907 

人 

1,842 

人 

2,018 

人 

▲99 

人 

循

環

器

内

科 

1,838 

人 

2,092 

人 

1,885 

人 

1,905 

人 

1,790 

人 

1,880 

人 

+42 

人 

神

経

内

科 

826 

人 

1,549 

人 

1,665 

人 

1,503 

人 

1,470 

人 

1,447 

人 

+621 

人 

そ

の

他 

5,396 

人 

6,517 

人 

6,534 

人 

6,759 

人 

6,997 

人 

7,480 

人 

+2,084

人 

計 
28,668 

人 

28,975 

人 

29,354 

人 

31,226 

人 

30,118 

人 

32,423 

人 

+3,755

人 

 

 

Ⅳ 高度･先進医療、

急性期医療及び政

策医療といった他

の医療機関におい

ては実施が困難で

はあるが県民が必

要とする医療を、岐

阜県立多治見病院

として重点的に実

施すること。 

 

特に、「救命救急

医療」、「急性期医

療」、「母子周産期医

療」、「がん診療拠

点」など高度で先進

的な医療を提供す

るとともに、「精神

科医療」、「感染症医

療」など政策医療を

提供すること。 

＊ 救命救急医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 近隣の医療機関との役割分担の推進、救命救急センターと各診

療科の連携により、ほぼ全ての救急車を受け入れ、地域の要望に

応えた。 

・ 平成 20 年 9 月から運用開始したドクターカーについては、担

当スタッフの減少により平成 24年度で定期運行業務を停止した

が、緊急要請には対応できる体制を維持した。 
 

○ 病床利用状況 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

延入院

患者数 
4,748名 4,859名 4,480名 4,437 名 4,657 名 4,533名 ▲215 名 

病床利

用率 
64.9％ 66.6％ 61.2％ 60.8％ 63.8％ 62.1％ ▲2.8P 

 

○ 救急車受入台数 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

救急車

受入件

数 

4,949件 4,581件 4,620件 4,368件 4,443件 4,524件 ▲425 件 

同一日

平均台

数 

13.6 台 12.5 台 12.6 台 12.0 台 12.2 台 12.4 台 ▲1.2 台 

 

○ ドクターカー稼働実績 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

出動件数 424 件 477 件 421 件 251 件 － － 

 

○ 救急外来患者数 

診

療

科 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21→26) 

内

科 

5,006 

名 

4,813 

名 

4,810 

名 

4,513 

名 

4,619 

名 

4,561 

名 

▲445 

名 

神

経

内

科 

951 

名 

1,043 

名 

1,075 

名 

929 

名 

990 

名 

982 

名 

31 

名 

小

児

科 

2,377 

名 

2,421 

名 

2,310 

名 

2,251 

名 

2,073 

名 

2,015 

名 

▲362 

名 

外

科 

840 

名 

591 

名 

703 

名 

800 

名 

520 

名 

496 

名 

▲344 

名 

整

形

外

科 

1,662 

名 

1,792 

名 

1,742 

名 

1,663 

名 

1,657 

名 

1,572 

名 

▲90 

名 

脳

神

経

外

科 

1,025 

名 

957 

名 

962 

名 

842 

名 

928 

名 

925 

名 

▲100 

名 

産

婦

人

科 

649 

名 

684 

名 

704 

名 

648 

名 

627 

名 

633 

名 

▲16 

名 

そ

の

他 

2,303 

名 

2,270 

名 

2,261 

名 

2,311 

名 

2,120 

名 

2,024 

名 

▲279 

名 

 

 

 

 

 

Ⅳ 高度･先進医療、

急性期医療及び政

策医療といった他

の医療機関におい

ては実施が困難で

はあるが県民が必

要とする医療を、岐

阜県立下呂温泉病

院として重点的に

実施すること。 

 

特に、へき地医療

の拠点病院として

地域医療に関する

あらゆることに取

り組み、へき地医療

拠点のモデル的病

院として機能の充

実を図り、その成果

を県内に還元する

こと。 

 

また、第 2 次救

急告示病院として

の役割を維持する

こと。 

＊ へき地医療の拠点病院に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 「総合健診センター部【H22.4～】」では、従来から実施して

きた健診医療(各ドックコース、生活習慣病予防検診等)を継続し

て実施するとともに、基本ドックのオプション検査である肺がん

CT 検査と脳 MRI 検査を単独で受付可能にして実施することで、

基本的な健診内容を充実した。 

・ また総合健診センター部において、下呂市と連携して実施

【H22.6～】している下呂市民向けのがん検診(胃がん・大腸が

ん・肺がん及び結核検診)に、子宮がん検診を新たに加え、更に

特定健診・すこやか検診を新たに開始し、地域に資する予防医療

を強化 

・ 地域住民の受診率向上を目指し、地域別健診日や休日における

健診日を設定した。 
 

○ へき地医療拠点としての取組状況 

(単位：人) 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

1 日 

ドック 
1,304 1,284 1,201 1,108 1,038 1,103 ▲201 

1 日 

＋MRI 
94 91 72 75 69 66 ▲28 

脳ドッ

ク 
10 12 11 10 12 9 ▲1 

生活習

慣病予

防 

1,045 1,170 1,278 1,329 1,288 1,384 339 

下呂市

がん検

診 

－ 68 70 148 362 1,107 1,107 

下呂市

特定す

こやか

健診 

－ － － 51 217 654 654 

下呂市

肝炎ウ

イルス

検査 

－ － － － 44 80 80 

定期健

診 
－ 277 392 366 402 470 470 

その他 － － － 10 82 180 180 

合計 2,453 2,902 3,024 3,097 3,514  5,053 2,600 

   ※平成 21 年度の定期検診は、数値が把握できない。 

 

○ へき地医療拠点のモデル的病院として機能の充実を図り、その成果を県

内への還元した事例。 

事例 地域医療研究研修センターでの研究事業として、地域医

療にかかるリュウマチ治療についての調査・発表を 2 回実

施し、当院のエビデンスを提供する等を活用【H25】 

・ 年報の発行、配布 

 

 

 

＊ 第 2次救急告示病院としての役割に関する事項 

☆ 業務実績 

・ 急性期医療の機能強化として、岐阜大学附属病院高次救命治療

センターから医師の派遣を受け、地域県民が必要とする急性期医

療を確保 

・ ヘリポートを活用し、岐阜県総合医療センター及び岐阜大学医

学部附属病院等への転院、救急搬送のためドクターヘリを有効活

用 
 

○ 病床利用状況 

項目 H21 

年度 

H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

延入院

患者数 

66,164 

人 

63,884 

人 

61,168 

人 

57,057 

人 

Ⅲ 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

＊ 心臓血管疾患医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

心臓血管センターは、内科系の循環器内科と外科系の心臓血

管外科が共同で心臓血管系の疾患を治療する部門であり、県内

でも初めての施設である。 

心臓血管系の病気は救命救急処置を要することが多く、循環

器内科医師、心臓血管外科医師が 24 時間体制で対応し、カテー

テル治療、外科的治療など患者とって最適な治療を提供してい

る。また、救命救急センター、心臓カテーテル室、手術室など

は専用大型エレベーターで直結されており、患者の最短でスム

ーズな移動が確保されている。 

H25 年度にハイブリッド手術室の整備が行われ、循環器内科

と心臓血管外科による腹部･胸部ステントグラフト内挿術が大

幅に増加している。 

 
○ 手術・検査件数 

項目 21年度 22年度 23年度 24年度 

心臓カテーテル 2,217

件 

1,619

件 

1,600

件 

1,592

件 

PCI(経皮的冠動脈形成術) 438 件 460 件 443 件 471 件 

Ablat(アブレーション) 98 件 97 件 135 件 137 件 

PMI(周術期心筋梗塞) 60 件 52 件 57 件 60 件 

CRT(心臓再同期療法) 6 件 1 件 2 件 3 件 

ICD(植込み型除細動器) 19 件 15 件 15 件 23 件 

CRT－D(両室ペーシング

機能付植込み型除細動器) 

9 件 3 件 5 件 8 件 

EVAR(ステントグラフト

内挿術) 

0 件 15 件 42 件 37 件 

TEVAR(胸部大動脈瘤ス

テントグラフト内挿術) 

0 件 1 件 7 件 11 件 

 

項目 25 年度 26 年度 増減 

(21→26) 

心臓カテーテル 1,544 件 1,406 件 ▲811 件 

PCI(経皮的冠動脈形成術) 495 件 467 件 +29 件 

Ablat(アブレーション) 172 件 226 件 +128 件 

PMI(周術期心筋梗塞) 95 件 107 件 +47 件 

CRT(心臓再同期療法) 3 件 5 件 ▲1 件 

ICD(植込み型除細動器) 25 件 21 件 +2 件 

CRT－D(両室ペーシング

機能付植込み型除細動器) 

8 件 4 件 ▲5 件 

EVAR(ステントグラフト

内挿術) 

51 件 65 件 +65 件 

TEVAR(胸部大動脈瘤ス

テントグラフト内挿術) 

18 件 20 件 +20 件 

 

 

 

＊ 周産期医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

 ・総合周産期母子医療センター 

総合周産期母子医療センターでは、新生児センター機能とハ

イリスクの妊産婦等の医療機能などを統合し、産婦人科と小児

科の枠を超えた高度医療を提供しており、合併症妊娠や異常妊

娠、多胎妊娠、産褥異常、胎児異常等の患者の診療を行ってい

る。 

また、県内や県外の医療機関から、ヘリコプターや救急車に

よる緊急母体搬送などで紹介されてくるハイリスク妊婦を２４

時間体制で可能な限り受け入れ、産婦人科と新生児内科が連携

をとりながら総合的なチーム医療を行っている。 
 

○ 分娩件数等の状況 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

分娩件

数 

584

件 

568

件 

616

件 

550

件 

544

件 

491

件 

▲93 

件 

母体搬

送受入

件数 

111

件 

122

件 

170

件 
(4 件) 

166

件 
(8 件) 

127

件 
(7 件) 

142

件 
(5 件) 

+31 

件 
(+5 件) 

 

＊ 急性期医療に関する事項(心臓血管疾患医療) 

☆ 業務実績等 

・ 中西病棟開設と同時に循環器内科、心臓血管外科を中病棟 7

階に配置し、内科部門と外科部門の緊密な連携が可能となった。 

・ 常勤外科医師数が減少する中、大学病院の全面的な支援を受け、

必要な診療体制を維持した。 

・ 狭心症・心筋梗塞地域連携パスの症例数を増やし、円滑に運用

した。 

 
○ 手術件数 

【心臓血管手術症例数】 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

虚血性 

心疾患 
18 件 34 件 20 件 12 件 26 件 18 件 0 件 

弁膜症 15 件 34 件 29 件 32 件 22 件 26 件 ＋11 件 

大動脈 15 件 21 件 14 件 4 件 14 件 16 件 ＋1 件 

その他 5 件 17 件 21 件 29 件 18 件 34 件 ＋29 件 

合 計 53 件 106 件 84 件 77 件 80 件 94 件 ＋41 件 

 

【手術・検査件数】 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

心カテ 607 件 944 件 849 件 999 件 989 件 1,028 件 ＋421 件 

PCI 

※ 
302 件 379 件 374 件 387 件 398 件 411 件 ＋109 件 

※ＰＣＩ：冠動脈形成術 

 

【循環器系】 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

ｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 24 件 25 件 29 件 40 件 63 件 72 件 ＋48 件 

ＰＭＩ※ 51 件 43 件 62 件 66 件 53 件 68 件 ＋17 件 

ＩＣＤ※ 5 件 11 件 11 件 9 件 5 件 16 件 ＋11 件 

※ＰＭＩ：ペースメーカー埋込  ＩＣＤ：植え込み型除細動器 

 

 

 

＊ 母子周産期医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 地域周産期母子医療センターとして、ハイリスク妊娠や分娩に

対し、24 時間対応できる体制を維持確保した。現在の診療体制

を維持、充実させるために継続して医師、助産師の確保、増員に

努めた結果、新たに職員を採用することができた。 

・ また、医師、助産師等のスタッフの待遇改善の一環として、国

の補助事業（産科医等確保支援事業）を活用し、分べんに従事し

た職員に対して支給する特別手当「分娩手当」を新設した。 
 

○ 採用職員 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22→26) 

助産師 1 名 0 名 2 名 2 名 4 名 ＋3 名 

後期 

研修医 
0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 

 

○ 分娩件数等の状況 

項目 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

分娩件数 463 件 435 件 462 件 457 件 461 件 494 件 ＋31 件 

母体搬送

件数 
71 件 56 件 61 件 58 件 75 件 69 件 ▲2 件 

新生児搬

送件数 
39 件 54 件 72 件 83 件 110 件 78 件 39 件 

 

 

 

 

 

病床利

用率 

55.7％ 53.9％ 51.4％ 61.3％ 

 

項目 H25 

年度 

H26 

年度 

増減 

(21-26) 

延入院

患者数 

58,640 

人 

52,188 

人 

▲13,976 

人 

病床利

用率 

63.0％ 68.1％ 12.4P 

※ H21 は 325 床であったが、H24.4～255 床、H26.5～206 床へ変

更している。 

 

○ 救急車受入台数 

区 分 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

救急車

受入件

数 

1,129 1,181 1,269 1,242 1,134 1,236 107 

同 

一日平

均台数 

3.09 3.24 3.47 3.40 3.11 3.39 0.29 

 

○ 救急患者受診者数(複数の診療科にわたる場合は主たる診療科に掲げる。

入院患者を含む) 

診療科 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 
増減 

(21-26) 

内科 
1,806 

人 

1,815 

人 

1,862 

人 

2,224 

人 

2,350 

人 

2,197 

人 

391 

人 

小児科 
916 

人 

804 

人 

736 

人 

1,001 

人 

967 

人 

828 

人 

▲88 

人 

外科 
295 

人 

306 

人 

375 

人 

323 

人 

314 

人 

325 

人 

30 

人 

整形外

科 

916 

人 

938 

人 

897 

人 

935 

人 

1,090 

人 

937 

人 

21 

人 

脳神経

外科 

545 

人 

515 

人 

506 

人 

513 

人 

574 

人 

605 

人 

60 

人 

皮膚科 
97 

人 

104 

人 

115 

人 

191 

人 

247 

人 

189 

人 

92 

人 

泌尿器

科 

70 

人 

48 

人 

62 

人 

72 

人 

77 

人 

79 

人 

9 

人 

産婦人

科 

146 

人 

125 

人 

76 

人 

109 

人 

109 

人 

85 

人 

▲61 

人 

眼科 
59 

人 

18 

人 

20 

人 

11 

人 

18 

人 

11 

人 

▲48 

人 

耳鼻咽

喉科 

55 

人 

70 

人 

55 

人 

65 

人 

60 

人 

51 

人 

▲4 

人 

腎臓内

科 

7 

人 

5 

人 

8 

人 

3 

人 

12 

人 

4 

人 

▲3 

人 

東洋医

学科 

1 

人 

3 

人 

1 

人 

1 

人 

2 

人 

0 

人 

▲1 

人 

歯科口

腔外科 

16 

人 

24 

人 

28 

人 

71 

人 

74 

人 

77 

人 

61 

人 

計 
4,929 

人 

4,775 

人 

4,741 

人 

5,519 

人 

5,894 

人 

5,388 

人 

459 

人 

 

○ 転院搬送件数 

手 段 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(22-26) 

Ｄｒヘリ 1 件 26 件 32 件 25 件 43 件 42 件 

防災ヘリ 10 件 1 件 1 件 0 件 0 件 ▲10 件 

救急車 53 件 53 件 55 件 49 件 57 件 4 件 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

救急搬

送受入

件数 

13 件 16 件 11 件 14 

件 

11 

件 

21 

件 

+8 

件 

   ※( )数値はヘリコプター搬送 

 
○ 産科合併妊婦 

項目 21 

年

度 

22 

年

度 

23 

年

度 

24 

年

度 

25 

年

度 

26 

年

度 

増減 
(21→26) 

早産 
146

件 

129

件 

145

件 

111

件 

115

件 

112

件 
▲34 件 

PIH(妊婦高

血圧症候群) 
28 件 35 件 49 件 60件 44 件 48 件 +20 件 

常位胎盤・早

期剥離 
11 件 7 件 2 件 5 件 9 件 8 件 ▲3 件 

胎盤位置異

常 
30 件 17 件 32 件 29件 39 件 30 件 0 件 

羊水の異常 1 件 0 件 9 件 2 件 14 件 10 件 +9 件 

胎児異常 7 件 8 件 32 件 18件 39 件 33 件 +26 件 

IUGR( 子宮

内胎児発育

不全) 

6 件 16 件 25 件 14件 13 件 9 件 +3 件 

 
○ 産科偶発合併妊婦 

項目 21 

年

度 

22 

年

度 

23 

年

度 

24 

年

度 

25 

年

度 

26 

年

度 

増減 
(21→26) 

婦人科系疾

患 
16件 22件 36件 28件 38件 13件 ▲3 件 

心･血管疾

患 
2 件 6 件 5 件 5 件 23件 21件 +19 件 

血液疾患 6 件 0 件 2 件 2 件 1 件 2 件 ▲4 件 

腎疾患 6 件 2 件 6 件 3 件 10件 4 件 ▲2 件 

糖尿病･妊

娠性糖尿病 
4 件 6 件 23件 12件 28件 20件 +16 件 

甲状腺疾患 2 件 11 件 17件 12件 26件 12件 +10 件 

自己免疫･

膠原病 
2 件 0 件 5 件 4 件 8 件 4 件 +2 件 

呼吸器疾患 0 件 3 件 22件 10件 31件 11 件 +11 件 

消化器疾患 3 件 2 件 0 件 3 件 18件 4 件 +1 件 

精神･神経

系 
0 件 5 件 11 件 12件 33件 9 件 +9 件 

運動機能系 0 件 0 件 1 件 0 件 3 件 0 件 0 件 

 
○ ハイリスク妊娠・分娩(対象者) 

項目 21 

年

度 

22 

年

度 

23 

年

度 

24 

年

度 

25 

年

度 

26 

年

度 

増減 
(21→26) 

ハイリスク

妊娠 

64 件 47 件 66 件 58 件 77 件 58 件 ▲6 件 

ハイリスク

分娩 

40 件 17 件 40 件 34 件 32 件 21 件 ▲19 件 

 

 

☆ 業務実績等 

・ 新生児医療センター 

県内の新生児医療の中核となり、高度な医療設備のもとで、

超低出生体重児の救命できる週数が年々低下してきており、在

胎 22 週台の救命も可能となっている。 

また、新生児搬送救急車を整備し、県内の医療機関から在胎

27 週以前の母体搬送受入れを行っており、24 時間体制で診療し

ている。 

新生児の手術件数は年々増加傾向にあり、産婦人科や小児科

等と連携をとりながら、総合的なチーム医療を行っている。 

平成 25 年度は、MRSA 感染対策のため、約 1 ヶ月間新規受

け入れを停止したことで、総入院患者数は前年度より減少して

いる。 

＊ がん診療拠点に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 高精度放射線治療システム(ノバリス Tx)の担当する医療スタ

ッフのスキルアップ支援や地域医療従事者等への PR 活動を行

い、平成 25 年度に本格稼働を行った。  

・ 県内統一のがん地域連携クリニカルパスについて、地域医療機

関への運用推進を行った。 

・ 院内外の講演会や研修会において、がん治療に関するテーマを

積極的に取り上げ、情報発信を行った。 

・ パスコーディネーターによるパス対象者の抽出し、医師への照

会を行いながらパス適用者拡大に取り組んだ。 
 

○ がん患者の状況 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

入

院

患

者

数 

981 名 1,338名 1,274名 1,620名 2,338名 2,413名 ＋1,432名 

外

来

患

者

数 

1,193名 － 1,015名 1,098名 1,183名 1,252名 ＋59 名 

手

術

件

数 

1,135件 1,052件 1,025件 1,064件 1,159件 1,098件 ▲37 件 

化

学

療

法

件

数 

489 件 884 件 779 件 979 件 1,012件 936 件 ＋447 件 

放

射

線

施

行

回

数 

72 回 3,804回 3,177回 3,535回 3,115 回 2,777回 ＋2,705回 

  (注) H22 外来患者数は、統計データシステムの集計期限切れのため 

 

○ 高精度放射線治療システム(ノバリス Tx) 

項目 25 年度 26 年度 

患者数 154 名 203 名 

延べ件数 3,493 件 3,957 件 

 

 

 

＊ 精神科医療･感染症医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 必要な医師 5 名を確保し、平成 24 年度から精神科病床を再開

することができた。 

・ 行動制限最小化委員会を毎月開催し、精神科患者の病状改善、

行動制限の状況の適切性及び行動制限最小化のための検討を行

った。 

・ 医療保護入院者の退院促進に向けた取り組みを推進するため、

医療保護入院者退院支援委員会を設置した。 

・ 結核、感染症病棟については、平成 24 年度に呼吸器内科医師

5 名を確保することで、受け入れ体制を維持した。 

・ 院内職員及び院外医療関係機関を対象に感染症対策研修会の実

施や ITC 通信の発行など、感染防止の啓蒙を行った。 

・ 県が開催した新型インフルエンザ等発生における会議及び緊急

連絡網の訓練に参加し、情報共有と連絡体制の確認を行った。 

・ 平成 25 年度に診療継続計画を作成し、感染委員会を通じて院

内の周知を図った。 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

しかし、平成 26 年度から NICU の改築工事を進めており、新

生児に対する MRSA 等の感染防止のため、院内感染対策に注力

している。 
 

○ 在胎 27 週以前の母体搬送及び低出生体重児等の状況 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

母体搬送

受入件数 

80 件 81 件 110 件 92 件 82 件 88 件 +8 件 

超低出生

体重児 

27 件 12 件 25 件 13 件 15 件 23 件 ▲4 件 

極低出生

体重児 

27 件 33 件 54 件 23 件 47 件 45 件 +18 件 

 

○ 新生児手術状況 

項目 21

年度 

22

年度 

23

年度 

24

年度 

25

年度 

26

年度 

増減 
(21→26) 

小児心臓

外科 
4 件 6 件 8 件 5 件 8 件 8 件 +4 件 

小児脳神

経外科 
16 件 5 件 8 件 5 件 11 件 6 件 ▲10 件 

小児外科 6 件 13 件 19 件 31 件 24 件 18 件 +12 件 

耳鼻科(気

管切開) 
1 件 1 件 1 件 3 件 3 件 2 件 +1 件 

 
 

 

＊ がん医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

がん医療にかかる部門(緩和ケアチーム、がん相談支援センタ

ー、緩和ケア外来、化学療法室、キャンサーボード、がん登録

室、その他各診療部門等)をまとめたがん医療センターとして、

岐阜地域がん診療連携拠点病院の機能を充実し、チーム医療を

行っている。 

毎月、がんカンファレンス又は病診連携緩和ケアカンファレ

ンスを行い、地域の医療機関と連携して症例検討を実施してい

る。 

平成 24 年度からは、がんの在宅患者及び入院患者、その患者

家族の相談支援のために、「ほっとサロン」を開催し、がん患者

や家族の交流の場として利用されている。 

 
○ がん患者及び治療実績 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

入

院

患

者

数 

2,426

人 

2,409

人 

2,513

人 

2,877

人 

2,643

人 

2,775

人 
+349 人 

外

来

患

者

数 

49,997

人 

54,574

人 

61,128

人 

64,278

人 

70,659

人 

70,787

人 

+20,790 

人 

外

科

的

治

療 

1,173

人 

1,269

人 

1,285

人 

1,382

人 

(2 人) 

1,258

人 

(50 人) 

1,356

人 

(78 人) 

+183 人 

(+78 人) 

が

ん

化

学

療

法 

3,079

人 

5,654

人 

5,329

人 

5,698

人 

5,507

人 

5,959

人 
+2,880 人 

放

射

線

治

療 

419 人 421 人 400 人 364 人 339 人 380 人 ▲39 人 

     ※ ( )数値は、ダ･ヴィンチによる手術 

○ 患者の受入数 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 

(※) 

精

神

科

医

療 

－ － － 5,400 名 7,274 名 6,654 名 ＋1,254 名 

結

核

･

感

染

症

医

療 

1,842 名 1,243 名 2,358 名 1,933 名 2,283 名 3,023 名 ＋1,181 名 

(※)：H26 と独法化前若しくは開始年度の増減 

 

 

 

＊ 緩和ケアに関する事項 

☆ 業務実績等 

・ 在宅緩和ケア体制構築のため、講演会、研修会、勉強会を定期

定期に開催し、地域全体の医療従事者のスキルアップを図るとと

もに診療所・訪問看護ステーション・ケアマネジャーなどとの緊

密な連携を推進した。 

・ 緩和ケアセンターを開設し、緩和ケア外来や緩和ケア病棟など

を統括して迅速かつ適切な緩和ケアを提供するため体制を図っ

た。 

・ がん在宅緩和ケア地域連携推進事業を活用した在宅支援診療

所、訪問看護ステーション等を地図上に表示した在宅緩和ケアマ

ップ、及び県内統一の緩和ケア地域連携クリニカルパスを作成し

た。 
 

○ 緩和ケアの患者動向 

項目 
22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(22→26) 

入院患

者数 
2,332名 3,777名 3,981名 4,077名 3,806名 ＋1,474 名 

外来患

者数 
72 名 101 名 138 名 132 名 139 名 ＋67 名 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 中期目標 中期目標に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

 
○ がん相談件数とほっとサロン利用人数 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

が ん

相 談

件数 

951

件 

1,130

件 

1,402

件 

1,514

件 

1,138

件 

1,438

件 

+487 

件 

ほ っ

と サ

ロ ン

利 用

人数 

－人 －人 150

人 

599

人 

1,009

人 

1,290

人 

+1,29

0 人 

   ※ほっとサロンは、平成 23 年度に設置 

 

 

 

＊ 女性医療に関する事項 

☆ 業務実績等 

当センターでは、8 階東病棟を「女性病棟」として、女性科、

乳腺外科、外科、消化器内科の女性入院患者の治療にあたって

いる。 

診療体制は、各診療科の常勤女性医師が連携し、女性臨床心

理士による心理カウンセリング等のサポート体制をとってい

る。 

女性特有の病気を持つ患者が安心して治療を受けられるよう

にプライバシーの保護や病室内の安らぎづくりに努めている。 

 
○ 女性患者数 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

8 階

東 

入院

患者

数 

1,214

人 

1,247

人 

1,287

人 

1,319

人 

1,352

人 

1,392

人 

+178 

人 

女性

外来

患者

数 

1,289

人 

1,133

人 

1,612

人 

1,998

人 

2,088

人 

1,461

人 

+172 

人 

 

 

 

＊ こども医療の救急医療体制の強化、重症心身障がい児の入所施

設の整備に関する事項 

☆ 業務実績等 

重症心身障がい児病棟は、平成 25 年 9 月から工事を着工し、

平成 27 年 12 月までを工期として、着実に進行している。 

また、医療型障害児入所施設を円滑に運営するため、先進施

設の視察や医師派遣、看護師の研修会等への参加など、医療従

事者の育成を図るとともに、介護福祉士や保育士等の職員の確

保に努めている。 

小児救急医療拠点病院として、病院群輪番制による第二次救

急医療を行うとともに、重篤な小児患者を受け入れる第三次救

急医療体制を整備するため、平成 25 年度に PICU(小児集中治療

室)を 2 床整備し、平成 26 年度には 4 床へ増床し、医師及び看

護師等の診療体制を充実している。 

 
○ こども医療の救急医療 

項

目 

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

救

急

外

来

患

者

数 

9,178

人 

9,138

人 

9,380

人 

10,694

人 

8,700

人 

9,126

人 

▲52 

人 

救

急

1,122

人 

1,072

人 

987

人 

1,324

人 

1,167

人 

1,210

人 

+88 

人 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
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業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 
業務実績等 自己 

評価 

入

院

患

者

数 

   ※ 小児科、小児循環器内科、小児心臓外科、新生児内科、小児腎臓内

科を対象とする。 

 
○ ＰＩＣＵ稼働状況 

項目 21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

増減 
(21→26) 

ベ ッ

ド数 

0 床 0 床 0 床 0 床 2 床 4 床 +4 床 

入 院

患 者

数 

0 人 0 人 0 人 0 人 114

人 

126

人 

+126 人 

稼 働

率 

0％ 0％ 0％ 0％ 79.4 

％ 

78.6 

％ 

+78.6P 

    ※ 平成 25 年度は、6 月からカウントし、平成 26 年度は、10 月から 4

床でカウントしている。 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・その他コメント 検証 

結果 

 

 

 


